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研究成果の概要（和文）：本研究は歯科衛生士教育にとって重要である歯周ポケット測定の実技習得と技術向上
のためのアプリケーションの開発すること、授業やアクティブラーニングでの教育効果を検証することを目的と
した。顎模型を用いた歯周ポケット測定の正解率と測定速度を入力、管理できるiPadアプリケーションを開発し
た。アプリケーションを歯科衛生士養成課程の授業で使用し、顎模型の歯周ポケット測定を実施して、歯周ポケ
ット測定の正解率と測定速度を検証した。各学生の習得状況と苦手な部位を把握し、個別に指導することによっ
て、授業で効果的な指導を行うための有用な資料となることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose is to develop applications to improve the ability of periodontal
 pocket measurement and to verify the educational effect.We have developed an iPad application that 
can input the correct accuracy rate and measurement speed of periodontal pocket measurement of the 
jaw model. Periodontal pocket measurement of the jaw model was performed to verify the correct 
accuracy rate and measurement speed of periodontal pocket measurement. It was suggested that it 
would be useful to provide effective guidance by understanding the student's learning status and 
weak points.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本では国民の多くが歯周疾患に罹患している。歯周治療において、病態を適確に評価することは重要である。
歯周病治療の歯周基本治療では歯周組織検査が行われ、歯周ポケット測定は歯科衛生士が担当することが多い。
歯周ポケット測定は歯科衛生士の業務で中でも治療方針の決定や治療経過を確認するための重要な検査項目であ
るが、歯科衛生士教育では学習すべき内容が多岐に渡り、歯周ポケット測定のみに多くの時間を割くことはでき
ない。このような状況の中で、本研究で歯科衛生士教育に特化したプリケーションの開発と教育的効果を検証し
たことは、効果的で適切な歯周治療に貢献できるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
文部科学省では学校教育分野、社会教育分野における情報化の推進のため様々な取組を実 
施している。授業での ICT（Information and Communication Technology）活用が着実に進展
しているが、歯科衛生士教育では活用が進んでいない。歯科臨床の現場では、患者情報や検査デ
ータをデジタル化して管理を行っているが歯科衛生士教育ではデジタル化に対応しきれておら
ず活用が進んでいない。歯科衛生士教育に特化した iPadアプリケーションの開発と教育効果の
検証は先行研究がほとんどない状況である。また、国民の多くが罹患している歯周病の診断の基
になる歯周基本検査は歯科衛生士が担当することが多いが、学生教育では習得すべき学習が多
岐に渡るため、授業に時間をかけることができない状況がある。限られた授業時間で効果的な教
育を行うことが課題となっている。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的の１つめは、歯科衛生士の重要な業務である歯周基本検査の実技習得と向上
を中心とした iPadアプリケーションを開発することである。 
（２）本研究の目的の２つめは、開発した iPadアプリケーションを歯科衛生士教育の授業での
導入の検討、授業外のアクティブラーニングで学生個人が使用した教育効果を検証することで
ある。 
 
３．研究の方法 
（１）歯科衛生教士育に特化したアプリケーションの開発 
歯科衛生士の重要な業務である歯周基本検査のうち、顎模型を用いた歯周ポケット測定の正
確性と測定速度を入力、管理できる iPadアプリケーションを株式会社トラストレインの協力を
得て開発した。授業で使用することが前提であったこととから、受講する学生全員が同一の条件
となるよう、著者の勤務する大学が所有している iPadminiのみでアプリケーションを使用でき
るようにした。アプリケーションの歯周ポケット測定の正解値の設定には、顎模型（Ｐ15FE-
500HPRO-S2A1-GSF，株式会社ニッシン）に歯周ポケット測定練習用のプロービングパーツ
（500HPRO 用プロービングパーツ T6-500HPRO-P3-#P, 株式会社ニッシン）の正解値を設定
し、学生が行った歯周ポケット測定の正解率と測定速度を表示できるようにした。 
アプリケーションは従来の学生教育で使用していた記録用紙の内容を反映させて操作性を考
慮して構成した。試作したアプリケーションは学生の協力を得て修正を繰り返して操作性を向
上させた。 
（２）歯科衛生教育での活用方法の検討と教育的効果の検証 
四年制大学歯科衛生士教育課程の 2 年生の授業で学生 30 名を対象に、iPad アプリケーショ
ンを使用した歯周ポケット測定を実施し、歯周ポケット測定の正解率と測定速度を分析した。部
位別の正解率は Mann－Whitney の U 検定を用いて２群間の比較および３群間の比較は
Kruskal-Wallis検定を行った。顎模型（Ｐ15FE-500HPRO-S2A1-GSF，株式会社ニッシン）に
プロービングパーツ（500HPRO 用プロービングパーツ T6-500HPRO-P3-#P, 株式会社ニッシ
ン）を装着し、顎模型の歯牙 28本について 6点法で歯周ポケット測定を行い、測定時間と正解
率を判定した。歯周ポケット測定にはプローブ（片頭ペリオプローブ丸＃５，株式会社 YDM）
を用い、歯周ポケットの正解率は株式会社ニッシンが公表しているプロービングパーツの
500HPROの「模型設計値」の数値とその前後１mmを正解値とした。 
 
４．研究成果 
（１）歯科衛生教育に特化したアプリケーションの開発 
開発したアプリケーションの操作性を検証するため、四年制大学歯科衛生課程の学生 13
名の協力を得て、顎模型を用いた歯周ポケット測定を行い、測定値をアプリケーションに入
力をさせた。その後、質問紙調査を行った回答は，入力測定は技術向上に役立つかの質問に
ついて 83．3％が役立つとした．正答率判定は技術向上に役立つかについては技術 向上に
役立つと回答したのは 100％であった。授業活用は技術習得に役立つかについて、役立つと
回答したのは 100％であった。入力の実施の難易度については 83．3％が入力しづらい箇所
があると回答した。自由記載欄には「自分がどの部位にどれ くらい時間がかかっているの
か明確に分かった」「測定 が適切に行えているかわかる」「苦手とする部分がどこ なのかを
知ることができるため技術の習得に役立つと感じた」などの意見があった．入力実施の難易
度について は「入力がやりにくいため、時間がかかってしまう」「入力してもすぐに数値が
変わってしまうことが何度もあった」、「入力操作に慣れていないので歯周ポケット測定に
集中できない」などの意見がみられた。結果を受けて、授業で使用できるようにアプリケー
ションを改善した。 
（２）歯科衛生教育での活用方法の検討と教育的効果 
 授業では顎模型の歯周ポケット測定を実施して、学生の技術習得状況を検証した。 
顎模型の歯周ポケット測定の正解率と測定時間の相関には Spearman の順位相関係数を用いた。



有意水準は 5％未満とした。歯科衛生学生の顎模型での歯周ポケット測定時間は 36.48 分で最短
測定時間は 19.09 分、最長測定時間は 59.52 秒あり、学生間に大きなばらつきがあった。部位別
に正解率を比較したところ上顎前歯部唇側と口蓋側、上顎前歯部唇側と下顎前歯部唇側の歯周
ポケット測定値で統計学的に有意な差を認めた（ｐ＜0.05）。各学生の習得状況と苦手な部位を
把握し、個別に指導することによって、授業で効果的な指導を行うための有用な資料となること
が示唆された。 
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